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だだだ よよ りり

高ＳＰＯも設立２年目を迎えることとなりました。
おかげさまで、様々な教室やイベントを行え、町のイベントにも参加する事が出来ました。

７月29日、高ＳＰＯ教室体験イベントを行いました。
ノルディックウォーキング、太極拳、３Ｂ体操、健康ストレッチ、空手、

それぞれの教室を見たり体験したりしていただきました。

10月８日、ＡＳＯたかもり健康ウォーキング大会を開催しました！
300名を超える、たくさんの方に参加していただきました。

11月30日、赤い羽根チャリティーミニバレーボール大会に参加しました。
他のチームとの交流もあり、楽しみながら大会に参加することができました。

２月17日、高森町交通安全宣言駅伝大会に参加しました。
子どもたちは次の人にたすきをつなげるため、自分の区間を一生懸命走っていました！

１月14日のバドミントン大会や２月24日のインドアソフトテニス大会にも
高ＳＰＯ会員からの参加がありました。お疲れ様でした!!

みんなどろんこ、高ＳＰＯ泥りんピック2013!!※小雨決行

開催日：５月19日（日）
場 所：高森湧水トンネル公園 駐車場横
対 象：小学生以上
日 程：午前の部 ５人制ミニバレー（１チーム６人）

午後の部 ビーチフラッグ、どろんこノック等

●参加するためには事前予約が必要になります。
参加申込用紙がありますので、詳しくは高ＳＰＯ事務局までお問い合わせください。

☆ 新年度が始まりました ☆

☆ 新しいイベントを開催します ☆

参加費
◎午前の部…１チーム

4000円

◎午後の部…１人200円
（高ＳＰＯ会員無料）
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お問い合わせは、高ＳＰＯ事務局（0967-62-2991）までご連絡ください。

『高ＳＰＯ』とは、平成24年度に新しく高森町に設立された、総合型地域スポーツクラブのこと

です。生活の中からスポーツ等を楽しむことはもちろん、スポーツ・文化を通じて仲間作りや子ど

もたちの健全育成を図っています。

【生き生き・健康・たかもり】を目指し、健康で明るく人に優しい地域づくりと、それを継続でき

る環境を高森町に実現することに理念をおいて設立されました。

『総合型地域スポーツクラブ』とは、幅広い世代の人々が、各自の興味・関心・競技レベルに合わ

せて、さまざまなスポーツに触れ、経験できる機会をつくることを目的とした、地域密着型のス

ポーツクラブのことです。

平成24年度に高ＳＰＯ会員になっていただいた方々から、こんな声をいただきました。

高ＳＰＯ会員は随時募集しています！

入会希望の方はお気軽に、高ＳＰＯ事務局までお問い合わせください！

皆さんの参加をお待ちしています。

（なお、保険料が年度更新のため24年度会員の方も更新入会が必要です。）

☆ 総合型地域スポーツクラブ 高ＳＰＯについて ☆

☆ 平成24年度 高ＳＰＯ会員の方からの声 ☆

ストレス発散の場
になっている。

初心者でも参加
しやすい。

仲間との集まりが
楽しい。

親子や夫婦で
楽しめる。 主な習い事が休みの日

に、他のスポーツがで
きるようになった。

イベントが楽しかった。

体の健康のために
なる。

人と関わるきっかけ
にもなる。

体を動かすことが前
よりも好きになった。毎週の楽しみ。

自分のペースでできる。
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認
知
症
の
方
の
介
護
・
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

●
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
納
得
の
い
く
よ
う
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

●
認
知
症
の
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
情
報
は
簡
潔
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
不
可
解
な
言
動
を
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
失
敗
を
責
め
ず
、
頑
張
っ
た
こ
と
を
ほ
め
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

ち

い
き
ほ
う
か
つ

し

え
ん

高
森
町

祝祭日・年末年始を除く月曜から金曜の
午前８時半から午後５時まで

高齢者一人暮らし、二人暮らし、昼間の一人暮らし、
認知症などのご相談をお受けします

電話62-1111 内線125番

高森町地域包括支援センター

●
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
歩
く
と
き
、
座
る
と
き
な
ど
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
満
六
十
五
歳
を
迎
え
介

護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な

ら
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
、
三
ヶ

月
毎
に
「
介
護
保
険
被
保
険
者
説

明
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
介
護
保
険
制
度

や
介
護
保
険
料
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
血
圧
測
定
や
血
糖
値
測
定
な

ど
に
よ
る
健
康
教
室
や
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
講
話
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

本
年
度
も
次
の
予
定
で
開
催
し

ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

65歳到達者
説明会開催予定

●４～６月生まれの方
・・・５月開催

●７～９月生まれの方
・・・８月開催

●10～12月生まれの方
・・・11月開催

●１～３月生まれの方
・・・２月開催

世 帯 数 2,843

比 率
計女男

人 口
7,1083,7263,382

13.31％94651942765～74歳

20.58％1,46389756675歳以上

33.89％2,4091,416993計

高森町の高齢化率（平成25年２月末日現在）

保健師・看護師による血圧、血糖値測定 介護保険制度や健康と認知症予防の講話を聞く皆さん

介護保険・被保険者説明会

●
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
。
お
身
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

●
家
の
中
で
は
な
る
べ
く
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
の
始
末
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

一
人
暮
ら
し
、
お
年
寄
り
だ
け
の
ご

家
族
な
ど
に
は
、
ご
家
族
か
ら
定
期
的

な
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
に
限
ら
ず
、
お
年
寄
り
の
対

策
は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
だ
け
の
対
応

で
は
困
難
な
場
合
が
多
く
、
地
域
み
ん

な
で
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
が
必
要

で
す
。

詳しいことは、本誌の平成23年７月号
に掲載していますのでご覧ください。

高齢者福祉・介護保険についてのおたずねは、介護保険係62-1111（内線127番・128番）までどうぞ
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健康面や住民健診のおたずねは、健康推進係 62-1111（内線 122・123・124番）までどうぞ

最
近
、
糖
尿
病
と
認
知
症
発
症
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
は
糖
尿
病
で
な
い
人
の
二
倍
と
推
察
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
色
々
な
病
気
に
な
っ
た
り
、
筋
力
が
衰
え
骨
が
弱
く
な
っ
て
転
倒
骨
折
が
原
因
で
床
に
つ
き「
寝
た
き
り
」状
態
に
な
っ

た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
食
生
活
と
適
度
な
運
動

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
き
ち
ん
と
栄
養
面
に
気
を
つ
け
た
正
し
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

健康が一番!!

高血圧と糖尿病を予防する
町の健診を受けましょう

高
血
圧
が
引
き
起
こ
す

恐
ろ
し
い
病
気

高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

血
管
内
の
壁
が
厚
く
な
り
弾
力
を
失

い
ま
す
。

ま
た
、
血
管
は
狭
く
な
る
こ
と
で

血
液
が
通
り
に
く
く
な
っ
た
り
傷
付

き
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
傷

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
る
と
血

管
内
は
益
々
狭
く
な
り
動
脈
硬
化
を

起
こ
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
高
血
圧
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
を
ま
ね
き
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
の

重
大
な
病
気
を
次
々
と
引
き
起
こ
し

て
い
き
ま
す
。

高
血
圧
は
自
覚
症
状
を
感
じ
に
く
い

高
血
圧
は
心
臓
や
血
管
に
負
担
が

か
か
る
た
め
、
様
々
な
病
気
の
引
き

金
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
肩
こ
り
、

め
ま
い
、
動
悸
、
耳
鳴
り
な
ど
が
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
高
血
圧
特

有
の
症
状
で
は
な
い
の
で
、
血
圧
を

測
定
し
な
い
と
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

「
食
」
か
ら
防
ご
う
高
血
圧

高
血
圧
の
予
防
と
改
善
の
た
め
に

は
食
事
が
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

濃
い
味
付
け
や
塩
辛
い
も
の
が
好

き
な
方
、
野
菜
不
足
な
ど
は
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
内
に
血
圧
を
上
昇
さ
せ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
気

を
付
け
て
、
塩
分
は
１
日
６
ｇ
未
満

に
お
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

塩
分
と
血
圧
の
関
係

食
事
に
使
う
食
塩
の
成
分
の
ほ
と

ん
ど
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
。
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
血
管
内
に
水
分
を
取
り
込
む
性
質

が
あ
る
た
め
、
塩
分
を
と
り
過
ぎ
る

と
血
管
内
の
水
分
が
多
く
な
り
、
そ

れ
に
対
応
し
よ
う
と
心
臓
が
余
計
に

働
い
て
血
流
量
が
多
く
な
り
血
圧
が

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
身
体
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度

を
一
定
に
保
と
う
と
水
分
を
と
ろ
う

と
し
ま
す
。
し
か
し
、
血
液
量
が
増

え
る
こ
と
で
血
管
が
押
し
広
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
血
圧
が
上
昇
し
て
し

ま
い
ま
す
。
や
は
り
、
塩
分
を
控
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
動
脈
硬
化

か
ら
の
高
血
圧
に
も
気
を
付
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

糖
尿
病
は
膵
臓
（
す
い
ぞ
う
）
か

ら
出
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
不
足
し
た
り
、

働
き
が
充
分
で
な
い
た
め
に
、
身
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ
糖

を
う
ま
く
利
用
（
代
謝
）
で
き
な
く

な
る
病
気
で
す
。

自
覚
症
状
は
な
く
、
血
糖
値
（
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
示
す
値
）

が
高
い
ま
ま
に
な
っ
て
病
状
が
進
行

し
て
い
く
と
、
口
の
渇
き
、
多
飲
、

多
尿
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
動
脈
硬

化
な
ど
か
ら
網
膜
症
、
脳
卒
中
、
心

臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な
病
気

を
次
々
と
引
き
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
は
有
限

イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
値
の
量
を
調

節
し
て
い
る
大
変
重
要
な
ホ
ル
モ
ン

で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
身
体
に
ブ
ド

ウ
糖
を
取
り
込
む
大
切
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
大
切
な
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
に
は

人
そ
れ
ぞ
れ
に
限
り
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
年
齢
を
重
ね
る
と
個

人
差
も
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
量
が
不
足
し
た
り
働
き
が
悪
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

肥
満
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く

し
無
駄
づ
か
い
さ
せ
て
し
ま
う

ま
た
、
肥
満
は
脂
肪
細
胞
内
に
脂

肪
蓄
積
量
が
増
加
し
て
細
胞
サ
イ
ズ

が
大
き
く
な
り
ま
す
か
ら
、
レ
ジ
ス

チ
ン
な
ど
の
影
響
で
イ
ン
ス
リ
ン
の

働
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
膵
臓
は
イ
ン
ス
リ

ン
を
余
計
に
出
し
て
調
整
し
よ
う
と

し
ま
す
か
ら
、
結
果
的
に
大
切
な
イ

ン
ス
リ
ン
を
「
無
駄
づ
か
い
」
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

「
食
」
か
ら
防
ご
う
糖
尿
病

ま
ず
は
肥
満
や
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
次
の
点
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

●
「
腹
七
分
目
」
で
食
べ
過
ぎ
な
い
。

●
間
食
、
夜
食
は
し
な
い
。

●
糖
分
は
控
え
め
に
。

●
動
物
性
脂
肪
を
摂
り
す
ぎ
な
い
。

●
高
血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
も
塩
分
は

控
え
め
に
。

●
飲
酒
は
食
べ
過
ぎ
や
膵
臓
の
働
き

に
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
量

の
飲
酒
な
ど
に
は
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
こ

と
か
ら
高
血
糖
に
よ
っ
て
傷
み
や

す
く
な
っ
た
血
管
に
更
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ひ

か
え
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め
に

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
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▼来場者は華麗なステップを踏んでいました

３月２日、高森総合センターで奥阿蘇ウイングスに
よる「コンサート＆ダンスパーティー」が開催されま
した。会場には、ダンス好きな人など約140名が来場
し、奥阿蘇ウイングスの歌や演奏に合わせて華麗なス
テップを踏んでいました。今回のコンサートの運営費
を除く収益金は町社会福祉協議会へ寄付されました。

奥阿蘇ウイングス結成35周年記念チャリティー
コンサート＆ダンスパーティー

２月19日、色見総合センターで「食の名人」おやつ
の伝承と試食検討会が開催されました。阿蘇地域の農
産物、先人の知恵などを伝える良い機会となりました。
色見保育園から親子７組が参加して「米粉のぜんざい」
を作り、試食会では、園児たちから「楽しかった」「お
いしかった」などの感想を話していました。

くまもとふるさと食の名人
「食の名人」おやつの伝承と試食検討会

▲「米粉のぜんざい」を食の名人と一緒に作る園児たち

▼「幅・津留遺跡」で発掘を体験した高森東中学校の生徒たち

２月26日、高森東中学校の生徒21名が社会科見学を行いました。これは、遺跡を見学・発掘することで先人の
文化を体感し、歴史的認識を深めることが目的です。生徒からは「ドキドキした。地道な作業で歴史が解明され
ていることがわかった。」と話していました。発掘体験のあと、高森湧水農園さんのいちごハウス栽培見学もあり、
農業に対する理解を深めたようでした。

高森東中学校・社会科見学
「幅・津留遺跡」で土器などの発掘を体験
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▼林るる愛ちゃんの出発の合図で出発しました

南阿蘇鉄道のトロッコ列車が今シーズンの運行を開
始しました。3月２日に高森駅で行われた出発式には、
高森保育園児や保護者など約60人が参加。園児４人
がくす玉を割り、林るる愛ちゃん（高森・上在）と古
澤敬一高森駅長が出発を合図しました。トロッコ列車
は、11月30日までの土、日、休日と春・夏休み期間中
毎日運行します。

南阿蘇鉄道トロッコ列車出発式
今年も元気に出発進行

２月22日、町認定農業者の会会員６名が県内の優
良事例の視察研修を行いました。この日は、阿部牧場
を現地視察し、経営ノウハウを学びました。「阿蘇担い
手シンポジウム」へも参加し、南阿蘇４Ｈクラブの活
動発表や県農業研究センター高原農業研究所から水稲、
大豆、トマトの生産工場の新規情報の提供を受けまし
た。

高森町認定農業者の会
県内の優良事例を視察研修

▲阿部牧場での現地視察のようす

▼ぷれすけといちごくらぶと一緒に記念撮影

２月23日、高森総合センターで「阿蘇新入生おめで
とうの集い」が開催されました。これは阿蘇地域の熊
日販売店主会が主催したもので、この春から小学校に
入学する子どもと保護者が参加しました。腹話術や歌
のアトラクション、抽選会などもおこなわれました。
子どもたちはいちごくらぶによるダンスのアトラク
ションに大喜びのようすでした。

阿蘇・新入生おめでとうの集い
楽しく交通安全を学ぶ

２月21日、高森中央小学校３年生が豆腐づくりに
挑戦しました。昨年自分たちで収穫したみさお大豆を
使い、ＪＡ阿蘇女性部や南阿蘇４Hクラブに教わり
ながら楽しく調理。木綿豆腐、絹ごし豆腐などを作り
ました。自分たちで作った大豆の味は格別なようで、
できあがった豆腐を口にした児童たちは満面の笑みを
浮かべていました。

高森中央小学校3年生
収穫した大豆で豆腐づくり

▲児童たちは自分たちで作った豆腐に大満足の様子でした
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▼受賞者全員で記念写真

３月11日、南阿蘇村役場久木野庁舎で表彰式が行
われました。町関係者の結果は次のとおりです。（敬称
略）【防犯部門】最優秀賞／吉田千尋、優秀賞／白石彩
華、佳作／後藤三治、緒方遥菜、田代めい、【交通部
門】優秀賞／吉里七海、佳作／甲斐久幸、中川和美、
堀山愛、佐藤琢巳、岩下亜耶、工藤彩華

安全・安心「家族で作る五・七・五」コンテスト表彰式
わすれずに 声かけカギかけ 心がけ

２月26日、農業の発展を目的に県下の青年農業者
が日頃の活動や成果を発表交換する、県青年農業者会
議が開催されました。南阿蘇４Ｈクラブは、５部門
（３名、１団体）において発表を行いました。町関係
者の結果は次のとおりです。【地域活動部門】秀賞／南
阿蘇４Ｈクラブ（３年連続）、【畜産部門】優賞／吉良
山寿久さん

第52回熊本県青年農業者会議
地域活動部門で３年連続の秀賞受賞

▲表彰状を受け取る南阿蘇４Hクラブ会長の三森健史さん

▼写真左はＪＡ阿蘇フレッシュミズのみなさん、写真右は草村町長に報告したときのようす

３月14日、宇城市（ウイングまつばせ）で「ＪＡ熊本県女性大会」が開催されました。この大会には、ＪＡ女
性部をはじめ約650名が参加。フレッシュミズの主張コンクールにＪＡ阿蘇フレッシュミズの代表として「広が
る女性の環～そして、つながる大切さ」を発表した山室智子さんが見事最優秀賞を受賞しました。おめでとうご
ざいます。

2012年度ＪＡ熊本県女性大会
山室智子さん（色見・西丁）がフレッシュミズの主張コンクールで最優秀賞を受賞

祝
最優秀賞
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▼合同で演奏する中央小音楽部と高森中吹奏楽部

３月16日、高森総合センターで「小さな森の演奏
会」が開催されました。これは、今年で２回目となる
合同演奏会で、第１部は中央小音楽部、第２部は高森
中吹奏楽部、最後にゲストのＲＪＫカルデラウインド
アンサンブルと合同で演奏しました。会場はたくさん
のあたたかい拍手であふれていました。

高森中央小音楽部・高森中吹奏楽部合同演奏会
第２回小さな森の演奏会

３月12日、観光交流センターで３回目となる「たの
しく観光立町講演会」が開催されました。今回は、Ｇ
Ｔガールズと語ろうと題してグリーンツーリズムの若
き担い手として活躍中の女性３名を講師に招いてそれ
ぞれ語っていただきました。講演後の質疑応答では、
参加者から質問や意見交換がとりかわされました。

ＧＴガールズと語ろう
第３回たのしく観光立町講演会

▲大型スクリーンを使用しての講演のようす

▼写真左が作者の田中馨さん

３月12日、田中馨さん（熊本市）が町へ絵画を寄贈
しました。この絵画は、約20年程前、田中さんが高
森で暮らしていた頃、高森の伝統文化にふれて描いた
もので、日展で入選したすばらしい作品です。今回、
今までの感謝の気持ちを込めて町への寄贈されました。

尾下菅原神社の獅子舞を題材にした絵画を寄贈
田中馨さんが絵画を町へ寄贈

３月12日に高森中学校と高森東中学校で、３月22
日に高森中央小学校と高森東小学校でそれぞれ卒業式
が行われました。今年度の卒業生は高森中央小学校
43人、高森東小学校８人、高森中学校47人、高森東
中学校７人です。高森東中学校の卒業式では、一人ひ
とりに卒業証書が手渡されました。式を終えた卒業生
たちは、友だちや先生との別れをいつまでも惜しんで
いました。

町内小・中学校で卒業式
明るい未来へ新たな旅立ち

▲卒業生は慣れ親しんだ学校に別れを惜しんでいました
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム第７回は、南阿蘇村から「白川水源」についてのご紹介です。

阿阿蘇世界文化遺産リレーコラム阿蘇世界文化遺産リレーコラム ～わがまち自慢の世界遺産～～わがまち自慢の世界遺産～

法律問題
―無料のデジタルフォトフレームに月々の費用や高額な解約料が!!―
デジタルフォトフレームとは、写真の画

像データを写真立て風の液晶画面に表示さ

せる機器です。最近では、携帯電話各社が

通信機能付きのデジタルフォトフレーム

（デジタル写真立て）を販売しており、画

像データを直接受信する機能がついていま

す。

このタイプの機器は、携帯電話等と同じ

ように月々の費用に加え、一定期間内の解

約の場合には高額の解約料が請求される

ケースもあります。

携帯電話の販売店では、“無料でプレゼン

ト”などと言って勧められることが多く、

販売店の説明不足や利用者側の理解不足に

よってトラブルが起きています。通信サー

ビスやデジタル機器の契約では、難しい用

語が多く使われ、サービスの内容も複雑で

す。分からない点については、店員に十分

な説明を求めるとともに、自分にとって本

当に必要なのかよく考えてから契約しま

しょう。

法テラス高森法律事務所

◆次回は、西原村の「わがまち自慢の世界遺産」についてご紹介します！

コラム第７回 「白川水源」 担当：南阿蘇村

南阿蘇村には、多くの湧水スポットがあります。日本有数の湧水量を誇る「白川水源」をはじめ、別
名：女水と言われるほど柔らかい水に定評のある水源や、飲むと子宝に恵まれるという名水公園など、
色々な名水があって興味深い所です。
中でも「白川水源」は、環境省名水百選の一つであり、毎分60トンもの清水が吹き出しています。こ
の湧水は、一級河川「白川」となって熊本市街を通り有明海へ注いでいます。常温14℃の水が湧き出し、
水源の水は自由に持ち帰ることができます。また、初夏にはホタルの乱舞が見られ年間40万人を超え
る観光客の皆さんを楽しませています。

生命の源である水を作り出す湧水群。南阿蘇村特有の景観でもあ
り阿蘇ならではの景観とも言えます。このような素晴らしい景観を
守り後世に繋いでいくことが、今後の阿蘇の世界文化遺産登録に向
けての取り組みの一つだと考えます。
この阿蘇のすばらしい『文化的景観』を、阿蘇に暮らすわたした
ちの手で守り続けていきましょう。
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※高森町政治倫理条例 第11条 町が発注する工事等のうち、災害時の緊急対応及び復旧事業に係るものにつ
いては、この条例を適用しない。ただし、第１条の趣旨に反するものであってはならない。

請負代金契約相手工 期工事（業務委託）名番号

2,420,250円㈲村上産業平成25年1月24日～平成25年3月8日上色見川①災害復旧工事1

2,698,500円㈲谷川土木平成25年1月24日～平成25年3月8日高根切川①災害復旧工事2

1,461,600円㈱岩下りんどう園平成25年1月24日～平成25年3月1日高根切川②災害復旧工事3

7,014,000円㈲佐藤建設平成25年1月24日～平成25年3月25日今村川災害復旧工事4

3,990,000円㈾石原建設平成25年1月24日～平成25年3月14日上色見川②災害復旧工事5

2,772,000円㈲後藤樹木園平成25年1月24日～平成25年3月8日上色見川④災害復旧工事6

5,407,500円㈱草村道路建設工業平成25年1月24日～平成25年3月19日上色見川⑤災害復旧工事7

7,087,500円㈾石原建設平成25年1月24日～平成25年3月25日上色見川⑥災害復旧工事8

925,050円㈱岩下りんどう園平成25年1月24日～平成25年2月27日西丁・角河原線災害復旧工事9

1,107,750円㈲谷川土木平成25年1月24日～平成25年3月1日祭場・中村線災害復旧工事10

4,861,500円㈾石原建設平成25年1月24日～平成25年3月17日上洗川・長迫線災害復旧工事11

4,305,000円㈲後藤建設平成25年1月24日～平成25年3月14日大村・前原線①災害復旧工事12

3,790,500円㈲カツキ企工平成25年1月24日～平成25年3月5日大村・前原線②災害復旧工事13

1,947,750円㈲富士造園土木平成25年1月24日～平成25年3月8日大畑・山ノ神線災害復旧工事14

5,775,000円㈲佐藤建設平成25年1月24日～平成25年3月21日上玉来・山ノ神線①災害復旧工事15

2,131,500円㈲富士造園土木平成25年1月24日～平成25年3月8日上玉来・山ノ神線②災害復旧工事16

1,298,850円㈾松田興業平成25年1月24日～平成25年3月1日上玉来・山ノ神線③災害復旧工事17

3,339,000円㈲佐藤建設平成25年1月24日～平成25年3月14日上玉来・山ノ神線④災害復旧工事18

2,748,900円㈾松田興業平成25年1月24日～平成25年3月8日上玉来・山ノ神線⑤災害復旧工事19

2,362,500円㈲甲斐興業平成25年1月24日～平成25年3月8日味鳥・多々野線①災害復旧工事20

3,559,500円西田建設㈱平成25年1月24日～平成25年3月14日味鳥・多々野線②災害復旧工事21

5,649,000円㈲古寺工務店平成25年1月24日～平成25年3月19日牧戸線①災害復旧工事22

1,063,650円㈲後藤樹木園平成25年1月24日～平成25年3月1日片山・下山線災害復旧工事23

656,250円㈲カツキ企工平成25年1月24日～平成25年2月27日上津留・神原線災害復旧工事24

1,354,500円㈲甲斐興業平成25年1月24日～平成25年3月1日南片山線災害復旧工事25

1,165,500円金瀬組平成25年1月24日～平成25年3月1日赤羽根・高尾野線災害復旧工事26

1,333,500円金瀬組平成25年1月24日～平成25年3月1日城山線災害復旧工事27

763,350円㈲後藤樹木園平成25年1月24日～平成25年2月27日柳谷・木郷線災害復旧工事28

3,234,000円西田建設㈱平成25年1月24日～平成25年3月14日牧戸線②災害復旧工事29

12,232,500円㈱草村企業平成25年2月20日～平成25年3月25日山鳥・上ノ原線災害復旧工事30

588,000円㈲甲斐興業平成25年2月20日～平成25年3月25日交通安全施設整備工事31

2,677,500円㈲甲斐測量設計平成25年2月20日～平成25年3月28日道路台帳修正業務委託32

16,432,500円㈱草村企業平成25年3月6日～平成25年3月25日白川災害復旧工事33

10,710,000円㈲後藤建設平成25年3月6日～平成25年3月25日鍋の平線3号箇所林道災害復旧工事34

8,347,500円㈾石原建設平成25年3月6日～平成25年3月25日鍋の平線4号箇所林道災害復旧工事35

災害復旧・緊急の町発注工事と業務委託契約状況
（平成25年１月18日分）
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域
に
住
む
漢
族
。
ほ
ん
の

少
し
前
ま
で
は
、
派
遣
さ
れ
た
役
員
の
一
族

と
思
わ
れ
て
い
た
人
達
が
い
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
地
域
が
、
今
は
漢
族
社
会
と
な
り
、

漢
語
そ
し
て
通
常
の
漢
族
社
会
概
念
を
も
っ

た
人
達
の
思
考
こ
そ
が
正
し
く
、
自
ら
を
守

る
と
し
た
自
衛
団
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
と
街
を
歩
け
ば
出
く
わ
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
地
域
は
内
紛
が
絶
え
ず
、
ま
た

漢
族
と
の
政
略
結
婚
も
多
く
、
益
々
自
ら
の

民
族
意
識
を
失
く
し
て
き
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
そ
し
て
尖
閣
と
、

周
辺
国
家
と
紛
争
を
抱
え
る
中
国
。

漢
族
社
会
で
は
、
つ
い
最
近
ま
で
奄
美
大

島
ま
で
を
中
国
領
土
と
す
る
認
識
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
歴
史
的
に
琉
球
王
朝
の
、
鹿

児
島
薩
摩
藩
に
対
し
て
の
外
交
上
の
対
等
で

は
な
い
関
係
、
そ
し
て
中
国
に
対
し
て
も
一

歩
も
二
歩
も
下
が
っ
た
関
係
が
、
琉
球
諸
島

を
属
国
の
国
、
我
が
領
土
だ
と
す
る
認
識
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
だ
私
が
学
生
だ
っ
た
頃
、
中
華
民
国
政

府
は
、
沖
縄
か
ら
の
留
学
生
に
対
し
て
「
琉

球
法
」
な
る
法
律
に
よ
っ
て
奨
学
金
を
だ
し

て
お
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
湾
。
誰
が
見
て
も
中
国
の
領
土

と
呼
ぶ
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
地
域
で
あ
り
ま
す

が
、
フ
イ
リ
ピ
ン
も
合
わ
せ
て
、
歴
史
的
に

対
等
で
は
な
い
関
係
が
、
今
日
の
紛
争
に

至
っ
た
最
大
の
要
因
で
し
ょ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
、
本
来
は
漢
字
の
国
で
あ
り
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
に
の
こ
る
伝
統
芸
能
。

い
つ
か
必
ず
一
緒
に
舞
踊
る
日
を
夢
み
て
。

▲東南アジアの伝統芸能
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２月19日（火） 高森町飲食店組合総会

２月21日（木） 阿蘇地域歯科保健連絡協議会（阿蘇市）

２月22日（金） DISスクールイノベーションプロジェクト事業開始式

熊本県環境整備事業協同組合総会（熊本市）

２月27日（水） 高森町職員採用試験・第２次試験

２月28日（木） 道の駅そよ風パーク開駅式（山都町）

３月 １日（金） 高森高校卒業式

３月 ４日（月） 阿蘇広域行政事務組合（阿蘇市）

３月 ６日（水） 自衛隊入隊者壮行式

３月 ７日（木）～３月15日（金） 第１回高森町議会定例会

３月11日（月） 安全・安心「家族で作る五・七・五」コンテスト表彰式（南阿蘇村）

３月12日（火） 高森中学校卒業式

３月15日（金） 町営住宅入居審査会

３月20日（水） 高森幼稚園卒園式

３月21日（木） 駐在嘱託員会議

３月22日（金） 高森中央小学校卒業式、阿蘇地域振興デザインセンター理事会

予算は１年間で２４万円です。（交際費の内の弔費分です。）
現在の残りの額は７万円です。

お悔やみ
（平成24年度 ２月８日～３月15日）

備 考主な内容分 類金 額

香典代弔 費30,000円

（２月19日～３月22日）

●56回の公務・会議への参加の一部です。
●他、66回の準公務・政治活動への参加を行いました。

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は４４万６,０００円です。

町長交際費
（平成24年度 ２月19日～３月14日）

備 考主な内容分 類金 額日 時

小麦亭高森町飲食店組合総会祝 費5,000円2月19日

梼原町役場及び
内子町役場駐在嘱託員研修土産代5,200円2月19日

2月20日

菊南温泉ユウベルホテル山本連隊長を囲む夕べ及び修親会送別会会 費7,000円3月14日
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署

℡
６
２
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

高
森
警
察
署

℡
６
２
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

阿
蘇
税
務
署

℡
０
９
６
７
２
２
０
５
５
１

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
ち
、

ま
た
昨
年
は
九
州
北
部
豪
雨
災
害
が
発

生
し
、
阿
蘇
地
域
で
は
死
者
、
行
方
不

明
者

名
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け

25

ま
し
た
。

震
災
や
豪
雨
災
害
で
は
多
く
の
尊
い

命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
災

害
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
次
の
災
害
に

備
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の

命
を
守
り
、
助
け
合
い
、
さ
ら
に
多
く
の
命
を
守
り
あ
え
る

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
自
主
防
災
が
重
要
視
さ
れ
、

社
会
で
の
取
り
組
み
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
防

災
教
育
と
そ
れ
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
防
災
意
識
が
被
害
の
明

暗
を
分
け
る
結
果
と
な
っ
た
事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
も
災
害
を
経
験
し
た
者
と
し
て
今
回
の
教
訓
を
忘

れ
ず
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
「
災
害
に
負
け
な
い
、

強
い
阿
蘇
」
を
地
域
一
丸
と
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

災
害
時
の
心
得

①

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。

②

隣
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
し
、
助
け
合
い
の
気
持
ち

を
大
切
に
す
る
。

③

正
し
い
情
報
を
聞
き
、
冷
静
な
行
動
を
と
る
。

④

非
常
食
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
、
避
難
所
と
避
難

経
路
の
確
認
を
し
て
お
く
。

⑤

家
族
の
安
全
を
確
認
し
、
二
次
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
。

実
施
期
間

１

平
成

年
４
月
６
日
（
土
）
か
ら
４
月

日
（
月
）

25

15

ま
で
の

日
間

10

２

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月

日
（
水
）

10

目
的

春
は
、
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
本
格
的
に
交
通
社
会
に
仲

間
入
り
し
た
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
死
亡
事
故
は
、
依
然
と
し
て
多
発
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
入
学
児
童
を
は
じ
め
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

運
動
の
重
点
等

○
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
運
動
の
重
点

１

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

２

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

３

飲
酒
運
転
の
根
絶

出
発
式
（
案
）

○
日
時

平
成

年
４
月
６
日
（
土
）
午
前

時
か
ら

25

10

○
場
所

高
森
町
総
合
セ
ン
タ
ー

（
注
）
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
学
期
は
、
子
ど
も
達
が
初
め
て
携
帯
電
話
を
持
つ
時
期
で
も
あ

り
、
興
味
本
位
、
安
易
な
気
持
ち
で
出
会
い
系
サ
イ
ト
等
に
ア
ク
セ

ス
し
、
犯
罪
等
の
被
害
に
遭
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

最
近
利
用
が
増
加
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
被
害
防

止
上
の
留
意
点
を
掲
載
し
ま
す
。

１

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
す
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

２

不
当
請
求
・
架
空
請
求

３

無
料
ア
プ
リ
に
注
意

４
「
無
料
」
と
思
っ
て
い
る
と
か
え
っ
て
高
く
つ
く
こ
と
も

５

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
ト
ラ
ブ
ル
続
出

６

個
人
情
報
を
相
手
に
教
え
な
い

（
注
）
詳
し
く
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
の
職
員
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
の
際
の
手
順
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

１

最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
ま
す
。

２

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番
号
「
１
」
を
選
択
し
ま
す
。

３

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し
た
い
内
容
の
番
号
を

次
の
中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

①

年
金
や
給
与
又
は
事
業
な
ど
の
所
得
税

②

相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡
所
得

③

法
人
税
や
源
泉
所
得
税
又
は
年
末
調
整

④

消
費
税
や
印
紙
税

⑤

そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
不
明
の
場
合

な
お
、
税
務
署
に
ご
用
の
方
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従
っ

て
、
番
号
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

-
-

阿
蘇
税
務
署
（
℡
０
９
６
７
２
２
０
５
５
１
）

※
自
動
音
声
案
内

平
成

年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

25

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た

税
の
相
談
は
お
気
軽
に

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
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障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
な
存
在
と

し
ょ
う

ひ
と

と
く
べ
つ

そ
ん
ざ
い

考か
ん
が

え
た
り
、
障
が
い
の
あ
る
人

し
ょ
う

ひ
と

は
我
慢
す
る
の
が
当
然
と
考
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

が

ま
ん

と
う
ぜ
ん

か
ん
が

「
障
が
い
」
は
、
誰
に
で
も
生
じ
る
身
近
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

し
ょ
う

だ
れ

し
ょ
う

み

ぢ
か

か
ん
が

い
ま
す
か
？

Ｑ
．
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

か

だ
い

Ａ
１
．
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
は
ば
む

し
ょ
う

し
ゃ

し
ゃ
か
い
さ
ん

か

障
し
ょ
う

壁
（
バ
リ
ア
）

へ
き

ス
ロ
ー
プ
等
の
不
備
な
ど
の「
物
理
的
｣
な
バ
リ
ア
、
就
学
や
就
職

と
う

ふ

び

ぶ
つ

り

て
き

し
ゅ
う
が
く

し
ゅ
う
し
ょ
く

等
の
「
制
限
的
」
な
バ
リ
ア
、
手
話
の
未
対
応
等
に
よ
る
文
化
や
情
報

と
う

せ
い
げ
ん
て
き

し
ゅ

わ

み

た
い
お
う
と
う

ぶ
ん

か

じ
ょ
う
ほ
う

に
接
す
る
機
会
の
制
約
な
ど
「
文
化
・
情
報
面
｣
の
バ
リ
ア
、
障
が
い

せ
っ

き

か
い

せ
い
や
く

ぶ
ん

か

じ
ょ
う
ほ
う
め
ん

し
ょ
う

（
者
）
に
対
す
る
誤
解
等
に
よ
る
発
言
な
ど
に
よ
り
障
が
い
者
が
不
利

し
ゃ

た
い

ご

か
い
と
う

は
つ
げ
ん

し
ょ
う

し
ゃ

ふ

り

益
を
う
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
バ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

え
きＡ

２
．
障
が
い
（

し
ょ
う

者し
ゃ

）
に
対
す
る
理
解
不
足
や
固
定
的
な
マ
イ
ナ
ス
イ

た
い

り

か
い

ぶ

そ
く

こ

て
い
て
き

メ
ー
ジ

「
障
が
い
者
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
捉
え
ら
れ
た
り
、「
特
別
な

し
ょ
う

し
ゃ

と
ら

と
く
べ
つ

人
｣
と
決
め
付
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
は

ひ
と

き

つ

ほ
ん
ら
い

ち
が

ず
の
障
が
い
の
特
性
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が

し
ょ
う

と
く
せ
い

ひ
つ
よ
う

し

え
ん

り

か
い

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
障
が
い
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う
な

し
ょ
う

ひ
と

し
ょ
う

ひ
と

お
な

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
障
壁
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

し
ゃ
か
い
せ
い
か
つ

お
く

し
ょ
う
へ
き

す
。

○
障し

ょ
う

が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ

ひ
と

あ
ん
し
ん

く

し
ゃ
か
い

し
ま
し
ょ
う
。

○
熊
本
県
人
権
情
報
誌
「
コ
ッ
コ
ロ
通
信
」
か
ら

く
ま
も
と
け
ん
じ
ん
け
ん
じ
ょ
う
ほ
う

し

つ
う
し
ん

日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての方は、国民年金に加入することになります。加入
者は、職業などによって３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

住
民
福
祉
課

人
権
同
和
啓
発
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

じ
ん
け
ん
ど
う

わ

け
い
は
つ
か
か
り

人
権

じ
ん
け
ん

課
題

か

だ
い

に
つ
い
て
学
ぼ
う

ま
な

障
が
い
者
の
人
権

①

し
ょ
う

し
ゃ

じ
ん
け
ん

■お問い合わせ先 住民福祉課住民係 ℡６２−１１１１（内線１３３）

国民年金だより

国 民 年 金 はははははははははは誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰ももももももももももがががががががががが加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入すすすすすすすすすするるるるるるるるるる制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度ででででででででででは誰もが加入する制度ですすすすすすすすすすすは誰もが加入する制度では誰もが加入する制度ですす

○第１号被保険者
自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加入手続きは
ご自分で住所地の役場の国民年金担当窓口で行ないます。

○第２号被保険者
会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されてい
る方で、加入手続きは勤務先が行います。

○第３号被保険者
第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加入手続きは
第２号被保険者の勤務先を経由して行います。
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１
年
の
中
で
特
に
農
作
業
事
故
の
発
生
が
多
く
な

る
下
記
の
期
間
に
お
い
て
、
全
国
で
春
の
農
作
業
安

全
確
認
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
が

け
に
よ
り
事
故
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
平
成

年
３
月
１
日
（
金
）
～
５
月

日
（
金
）

25

31

○
安
全
作
業
の
注
意
点

乗
用
型
田
植
機

・
運
転
手
の
乗
車
位
置
以
外
に
は
人
を
乗
せ
な
い
。

・
田
ん
ぼ
か
ら
出
る
際
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

ゆ
っ
く
り
と
出
る
。

・
植
付
爪
に
石
、
ワ
ラ
な
ど
異
物
が
か
み
込
ん
だ
場

合
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
除
去
す
る
。

・
不
用
意
に
植
付
部
の
下
に
入
ら
な
い
。
入
る
場
合

は
必
ず
昇
降
部
の
落
下
防
止
装
置
を
固
定
し
て
か

ら
行
う
。

ト
ラ
ク
タ
ー

・
基
本
的
に
、
安
全
フ
レ
ー
ム
等
を
装
着
し
た
ト
ラ

ク
タ
ー
を
運
転
す
る
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
降
り
る
時
や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
点

検
、
清
掃
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
と
作
業
機
が
停
止

し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
行
う
。

・
作
業
機
の
着
脱
は
、
平
坦
で
安
全
な
場
所
で
行
う
。

・
道
路
走
行
時
、
ほ
場
へ
の
出
入
り
時
は
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
を
確
実
に
連
結
す
る
。

・
周
囲
に
人
が
い
な
い
か
、
ま
た
、
周
辺
の
地
形
を

十
分
に
確
認
す
る
。

・
路
肩
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
、
草
刈
り
を
し
た

り
、
目
印
を
立
て
た
り
す
る
。

草
刈
り
機

・
足
場
が
滑
り
や
す
い
な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、

無
理
に
作
業
し
な
い
。

・
作
業
す
る
前
に
、
石
や
空
き
缶
な
ど
の
障
害
物
を

取
り
除
く
。

・
保
護
メ
ガ
ネ
、
作
業
靴
、
す
ね
当
て
な
ど
の
保
護

具
を
必
ず
身
に
つ
け
る
。

・
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
は
、
刃
を
地
面
か
ら
浮
か
せ
て

行
う
。

・
一
緒
に
作
業
し
て
い
る
人
の
位
置
を
、
常
に
確
認

す
る
。

・
石
や
刈
刃
の
破
片
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
必
ず
飛

散
防
止
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
。

・
刈
刃
に
草
が
巻
き
付
い
た
場
合
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
か
ら
取
り
除
く
。

耕
う
ん
機
・
管
理
機

・
ク
ラ
ッ
チ
を
つ
な
ぐ
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
回
転

数
を
落
と
す
。

・
バ
ッ
ク
す
る
時
は
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
を
下
げ
、
足

元
や
後
方
を
十
分
確
認
し
て
操
作
す
る
。

・
耕
う
ん
部
に
異
物
が
か
み
込
ん
だ
場
合
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
取
り
除
く
。

・
ほ
場
が
堅
い
場
合
は
、
低
速
度
で
、
浅
め
に
耕
う

ん
し
て
飛
び
出
し
に
注
意
す
る
。

・
ハ
ン
ド
ル
を
持
ち
上
げ
旋
回
す
る
場
合
は
、
爪
ク

ラ
ッ
チ
を
「
切
」
に
し
て
旋
回
す
る
。

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

熊本県の農作業死亡事故の現状

※注意 農作業死亡調査による。平成24年の件数は、
調査未実施のため未確定。調査後の結果により変動
することがあります。

毎年、10名前後の尊い命が農作業事故により
失われています。
特に、65歳以上の高齢者やトラクターによる
事故が多いのが特徴です。
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カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ

ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事

前
に
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
農
薬
散
布
に
あ

た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
農
業
技
術
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
３
８
１

-
-

畜
産
課

℡
０
９
６
３
３
３
２
４
０
１

阿
蘇
地
域
難
病
患
者
と
家
族
の
会
「
ふ
れ
愛

」
97

で
は
、
会
員
や
関
係
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
作
品

の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
画
や
写
真
、
手

作
り
の
手
芸
品
な
ど
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
展
示
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
期

平
成

年
４
月

日
（
水
）
～
４
月

25

10

日
（
水
）
午
前

時
～
午
後
５
時

17

10

※
最
終
日
の
４
月

日
（
水
）
は
、
午
前
中
の
み
の

17

開
催
。

○
場
所

あ
そ
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
阿
蘇
市
内
牧
字

-

霜
町
２
８
９
１
）

※
旧
ス
ー
パ
ー
コ
ア
ラ
、
い
ま
き
ん
食
堂
の
ち
か
く

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
愛

代
表

高
橋

97

-
-

℡
０
９
６
７
４
２
１
０
８
７

阿
蘇
地
域
難
病
患
者
と
家
族
の
会

「
ふ
れ
愛

」
作
品
展
示
会

97

自衛隊入隊者壮行会

力強い決意で入隊
ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

３月６日、「自衛隊入隊者壮行会」が役場で開催さ
れました。入隊者紹介の後、草村町長や草村征憲父
兄会高森支部長から激励の言葉が送られ、入隊者が
力強く決意を表明しました。今年度の入隊者は次の
５名です。（敬称略）
【防衛大学】安藤龍馬（永野原・小楢木）
【陸上自衛隊】宇藤康大（色見・西丁）、林英次（高
森・上在）、東真理子（高森・昭和）、頭士理華子
（河原・上玉来）

２月28日、東京都で「消防団等地域活動表彰式」
が開催され、高森町消防団が防災功労者消防長官表
彰を受賞しました。これは、当町消防団が、昨年発
生した7・12豪雨災害に際し危険を顧みず積極的に
救助活動を行い人命の安全確保及び被害の軽減に尽
力したことが認められ表彰されたものです。

防災功労者 消防長官表彰
高森町消防団が受賞
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平
成

年

月

日
、
公
益
財
団
法
人
中
央
競
馬

24

12

20

馬
主
社
会
福
祉
財
団
の
助
成
金
を
活
用
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑
へ
車
両
１
台
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
車
両
（
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー
ス
ワ
ゴ
ン
・

Ｇ
キ
ャ
ビ
ン
）
は

人
乗
り
で
梅
香
苑
デ
イ
サ
ー
ビ

10

ス
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
用
車
両
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

平
成

年
３
月
に
高
森
町
と
南
阿
蘇
村
の
間
で
消

25

費
生
活
相
談
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
、
南
阿
蘇
村
の
相
談
窓
口
で
も
消
費
生
活

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
訪

問
販
売
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
問
題
な
ど

を
専
門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
、
解
決
方
法
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
阿
蘇
村
と
の
連
携
に
よ
り
両
町
村
で
多

発
し
て
い
る
消
費
者
被
害
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

す
み
や
か
に
住
民
の
皆
さ
ま
に
消
費
者
被
害
の
注
意

を
呼
び
か
け
、
被
害
の
拡
大
防
止
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
消
費
者
問
題
の
具
体
例

や
注
意
点
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
校
や
老

人
会
な
ど
へ
の
訪
問
や
出
前
講
座
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
の
連
携
に
伴
い
、
高
森
町
の
窓
口
開
設
の
日

程
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
相
談
窓
口
開
設
日
程
（
平
成

年
４
月
か
ら
）

25

※
南
阿
蘇
村
の
相
談
窓
口
は
久
木
野
庁
舎
に
な
り
ま

す
が
、
第
２
火
曜
、
第
３
火
曜
は
相
談
会
場
が
変

わ
り
ま
す
。

※
相
談
員
の
不
在
時
、
ま
た
は
金
曜
日
は
役
場
職
員

（
政
策
推
進
課
・
消
費
者
行
政
担
当
）
が
対
応
い

た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
推
進
課

消
費
者
行
政
担
当
（
内
線
１
５
４
）

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
の
助
成
金

を
活
用
し
送
迎
車
両
１
台
整
備（
梅
香
苑
）

平
成

年
４
月
か
ら

25

消
費
生
活
相
談
が
変
わ
り
ま
す

▲梅香苑デイサービスセンターの送迎用車両として使われています

曜
日

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

開
設
町
村

高
森
町

南
阿
蘇
村

高
森
町

南
阿
蘇
村

開
設
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

午
前

時
～
午
後
３
時

10

※
第
２
週
は
白
水
庁
舎
、

第
３
週
は
長
陽
他
庁
舎

午
前
９
時
～
午
後
４
時

午
前

時
～
午
後
３
時

10
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熊
本
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
応
援
す
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
の
塾
」
と

「
地
域
の
学
習
教
室
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
ひ
と

り
親
家
庭
応
援
の
塾
」
は
、
県
内
各
地
の
学
習
塾
に

協
力
を
お
願
い
し
て
設
置
し
て
お
り
、
割
引
料
金
で

学
習
塾
に
通
え
る
他
、
教
材
の
無
料
配
布
な
ど
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
割
引
率
や
支
援
の

内
容
は
塾
に
よ
っ
て
違
う
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

「
地
域
の
学
習
教
室
」
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
施

設
や
公
民
館
な
ど
を
確
保
し
、
同
時
に
学
習
支
援
を

志
願
す
る
方
々
を
募
り
、
負
担
を
抑
え
た
安
心
の
学

習
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
事
業
で
す
。
参

加
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
ほ
か
、「
実
施
場
所
」
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
学
習
支
援
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
同
時
募
集
中
で
す
。
い
ず
れ
も
、
詳
し
く

は
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
応
援
サ
イ

ト
」
を
検
索
し
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
連
絡
先

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

-
-

℡
０
９
６
３
２
４
２
１
３
６

（
受
付
時
間

平
日
９
時
～

時
）

17

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
感
電
事
故

防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や

魚
つ
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣
り
糸
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く

の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社

大
津
営
業
所

-
-

℡
０
１
２
０
９
８
６
６
０
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
学
習
支
援
に
つ
い
て

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防
止
の

お
願
い

よ
う
し

ひ
と
畝
ご
と
に
イ
ナ
バ
ウ
ア

正
面
切
っ
て

ビ
ン
タ
覚
悟
で
言
う
て
や
る

こ
ら
大
事
ッ

利
休
の
茶
碗
打
ち
割
っ
て

原
発
が

帰
り
た
く
て
も
帰
ら
せ
ん

原
発
が

故
郷
は
夢
で
見
る
ば
か
り

こ
ら
大
事
ッ

今
度
は
亀
が
寝
忘
れ
た

不
承
不
承

コ
ー
チ
の
平
手
堪
え
と
こ

こ
ら
大
事
ッ

酒
の
せ
い
と
は
言
い
な
が
ら

こ
ら
大
事
ッ

い
ら
ん
匂
い
の
つ
い
て
来
た

よ
う
し

還
暦
か
ら
が
青
春
だ

よ
う
し

い
つ
か
親
父
を
越
え
て
や
る

友
の
訃
に
我
が
身
を
お
き
て
春
浅
し

芝
青
み
曾
孫
よ
ち
よ
ち
歩
き
初
め

初
雛
に
縁
な
く
曾
孫
ま
た
お
の
こ

こ
の
路
地
は
も
う
犬
ふ
ぐ
り
咲
く
頃
と

一
人
寄
り
二
人
寄
り
し
て
炉
辺
話

己
の
内
の
鬼
を
祓
ひ
て
豆
を
撒
く

勘
三
郎
な
き
二
月
の
大
歌
舞
伎

紅
梅
の
開
く
気
配
や
神
の
庭

節
分
に
犬
の
餌
ま
く
高
々
と

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

大
塚
ほ
た
る

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

桐
原

寿

林

久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄

泰
子

平
田
ル
リ
子

岩
下

雅
子

馬
原

要
子

岩
下

扶
美

青
木
千
賀
子

俳

句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）
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ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通

称
ロ
コ
モ
）
は
ご
存
じ
で
す
か
？

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運

動
器
症
候
群
）と
は
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
・

神
経
な
ど
体
を
支
え
た
り
動
か
し
た
り

す
る「
運
動
器
」が
衰
え
て
、「
立
つ
」「
歩

く
」
と
い
っ
た
動
作
が
出
来
な
く
な
る

危
険
性
が
高
く
な
る
事
で
す
。「
バ
ラ
ン

ス
能
力
の
低
下
」「
筋
力
の
低
下
」「
骨

や
関
節
の
病
気
」
の
３
つ
が
大
き
な
原

因
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
放
っ
て
お
く
と

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
り
寝
た
き
り
に
な
る
可

能
性
も
高
く
な
る
の
で
す
。
高
森
町
の

介
護
が
必
要
な
人
の
原
因
は
認
知
症
に

次
い
で
多
い
の
が
転
倒
・
骨
折
・
関
節

疾
患
と
い
う
運
動
器
の
障
害
で
す
。
特

に
新
し
く
介
護
認
定
を
受
け
た
方
や
軽

度
認
定
者
（
要
支
援
１
・
２
）
の
方
で

は
１
位
を
占
め
て
お
り
、
介
護
へ
の
入

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
運
動
器

の
衰
え
を
早
め
に
察
知
し
て
ロ
コ
モ
を

予
防
す
る
事
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

７
つ
の
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
で
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
!!

※
１
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
ロ
コ
モ
の

心
配
が
あ
り
ま
す
。
０
を
目
指
し
て

ロ
コ
ト
レ
を
！

ロ
コ
ト
レ
で
予
防
し
よ
う
!!

歩
く
時
は
下
半
身
全
体
の
筋
肉
を
使

い
ま
す
が
、
特
に
重
要
な
の
は
太
も
も

の
後
ろ
の
筋
肉
と
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋

肉
の
強
化
で
す
。
立
ち
上
が
る
動
作
で

は
、
太
も
も
の
前
側
の
筋
肉
が
特
に
重

要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
鍛
え
る
為

に
は
関
節
に
負
担
を
か
け
ず
簡
単
に
行

え
る
開
眼
片
脚
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
が

お
す
す
め
で
す
。

ロ
コ
ト
レ
１

開
眼
片
脚
立
ち

（
効
果
：
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
る
）

１
．
床
に
つ
か
な
い
程
度
に
足
を
持
ち

上
げ
ま
す
。

２
．
左
右
の
足
を
交
代
し
て
各
１
分
間

ず
つ
１
日
３
回
行
い
ま
し
ょ
う
。
膝

や
腰
に
痛

み
の
有
る

場
合
は
短

め
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
転
ば
な
い

よ
う
に
机

や
壁
な
ど
必
ず
、
つ
か
ま
る
も
の
が

有
る
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
コ
ト
レ
２

ス
ク
ワ
ッ
ト

（
効
果
：
太
も
も
・
腹
筋
・
背
筋
を
鍛

え
る
）

１
．
足
は
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
、
や
や

外
に
開
い
て
し
っ
か
り
と
立
ち
ま
す
。

２
．
い
す
に
腰
か
け
る
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
と
お
尻
を
下
ろ
し
ま
す
。

３
．
膝
は
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
深
呼
吸
す
る
ペ
ー
ス
で
５
～
６
回

繰
り
返
し
ま
す
。

☆
５
～
６
回
を
１
セ
ッ
ト
に
１
日
３

セ
ッ
ト
を
目
安
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
必
ず
転
ば
な
い
よ
う
に
つ
か
ま
る
物

が
あ
る
場
所
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

※
支
え
が
必
要
な

場
合
は
机
に
手

を
つ
い
た
状
態

で
行
い
ま
し
ょ

う
。

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ココココココココココココココココココココココ
モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモ
をををををををををををををををををををををを
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
しししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててて
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

ロ
コ
モ
を
予
防
し
て
生
涯
歩
け
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららら
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
をををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
しししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう

か
ら
だ
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

□
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
す

べ
っ
た
り
す
る

□
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
く

な
っ
た

□
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が

必
要
で
あ
る

□

分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と

15が
出
来
な
い

□
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き

れ
な
い

□
２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持

ち
帰
る
の
が
困
難
で
あ
る
（
１

リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個

程
度
）

□
家
の
や
や
重
た
い
仕
事
が
困
難

で
あ
る
（
掃
除
機
の
使
用
、
布

団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
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▼
今
回
、
人
事
異
動
に
よ

り
、
広
報
担
当
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
▼

平
成

年
４
月
か
ら
４
年

21

間
、
計

号
の
広
報
た
か

48

も
り
を
発
行
し
ま
し
た
が
、

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
毎
月
何

と
か
発
行
で
き
た
の
も
、

快
く
取
材
に
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
や
町
民
の
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
皆
様
に
愛
さ

れ
る
広
報
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
最
後
の
編
集
後
記

と
し
ま
す
。（
芹
口
）

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院4月14日

℡62-0216平 田 医 院4月21日

℡096-292-2250のむら内科クリニック4月28日

℡67-0020藤 本 医 院4月29日

℡62-0378寺﨑内科胃腸科クリニック5月 3日

℡62-3351南郷谷整形外科医院5月 4日

℡67-1777渡 邊 内 科5月 5日

℡67-0019後 藤 医 院5月 6日

◎診療は午前9時から午後5時まで
休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅休日在宅医医医医医医医医医医医

御遺族年 齢死亡者住 所
甲斐 幸子87甲斐 一永野原・永野原
興梠あや子56興梠 裕昭高 森・上 在
本田クニ子98本田カネコ高 森・村 山
本田 雪子81本田 保文芹 口・菅の迫
浦塚サチ子79浦塚 正吉高 森・昭 和
荒牧 仁92荒牧ツヤ子上色見・前 原
矢津田郭富85矢津田武壽中 ・祭 場
田中 都74田中 松男高 森・村 山
佐田イツエ81佐田 治津 留・永 野
田上 一生86田上 成利尾 下・下 山
後藤 本晃80後藤エミ子尾 下・下 山

2013年2月受付分（敬称略）

猿4月14日～5月6日分

●
４
月

日
（
水
）

17

友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／

時

分
～

時

13

30

16

●
４
月

日
（
木
）

18

３
歳
児
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時

分
～

13

30

●
４
月

日
（
木
）

25

友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／

時

分
～

時

13

30

16

役
場
支
払
日

●
４
月

日
（
金
）

26

年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

時

10

15

●
５
月
１
日
（
水
）

友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／

時

分
～

時

13

30

16

●
５
月
３
日
（
金
）

高
森
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
及
び
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
／
９
時
～

●
５
月
７
日
（
火
）

役
場
支
払
日

●
５
月
８
日
（
水
）

友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／

時

分
～

時

13

30

16

ど
ぎ
ゃ
ん
会
（
朋
遊
館
）
／

時
～

10

●
５
月

日
（
水
）

15

友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／

時

分
～

時

13

30

16

役
場
支
払
日

４
月

日
16

～
５
月

日
15

まちの人口
人口／７，１０８人（－ ４）
男性／３，３８２人（－ ５）
女性／３，７２６人（＋ １）
世帯／２，８４３戸（－ ４）

平成25年2月28日現在

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
工藤 敏祐 田上 一生
甲斐スミエ 竹内美志三
後藤 本晃 佐田イツエ
甲斐 幾夫 浦塚サチ子
荒牧 仁 白石 年男
本田 雪子 本田クニ子
［一般寄付］
奥阿蘇ウイングス
第３回高森中学校卒業生一同

●広報寄付料（敬称略）
佐藤久美子（上益城郡益城町）

愛の
ご寄付

お
く
や
み

も
う
し
あ

げ
ま
す

編
集
後
記
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A public relations magazine

２
月
９
日
か
ら
３
月

日
10

ま
で
の
１
か
月
間
開
催
さ
れ

た
「
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味

ま
つ
り
」。
今
年
で

回
目

25

と
な
り
ま
す
。
最
終
日
の
３

月

日
に
は
観
光
交
流
セ
ン

10
タ
ー
一
帯
で
「
ラ
ス
ト
イ
ベ

ン
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
村
酒
造
前
か
ら
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
路
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
例
年
に
も

ま
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
会
場
一
帯
に
は
、
新

酒
と
高
森
の
特
産
品
を
求
め
、

県
内
外
か
ら
多
数
の
観
光
客

が
来
場
。
阿
蘇
あ
か
牛
の
丸

焼
き
や
や
ま
め
の
塩
焼
き
、

地
鶏
の
炭
火
焼
き
な
ど
が
出

店
さ
れ
、
ど
の
店
も
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
Ｒ
Ｊ
Ｋ
カ

ル
デ
ラ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
演
奏
や
阿
蘇
味
噌
つ

め
放
題
、
獅
子
舞
、
大
道
芸

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
早
春
の

高
森
は
大
に
ぎ
わ
い
の
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

▲会場はたくさんの人で賑わい、趣向を凝らした催しや高森の味を存分に楽しんでいました

町町町町町町町町町町
のののののののののの
特特特特特特特特特特
産産産産産産産産産産
品品品品品品品品品品

町
の
特
産
品
ががががががががががが

ずずずずずずずずずず
らららららららららら
りりりりりりりりりり
！！！！！！！！！！

ず
ら
り
！
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